
老台の相声
F相声論及び技法に関する考察一

弓　削　俊　洋

　老台の相声（中国漫才1〕）に関しては以前にも取り上げたことがある（拙稿

「建国後の老台と相声一笑えない漫才」ヨ〕）。そのなかで私は，あまりにも政

治的意図が前面に出すぎて「宣伝臭」が鼻につくこと，さらに，作品のなかに

は彼の人生の悲劇的結末を連想させるものがあると指摘した上で，老台の漫才

には「笑えない」と断じた。

　現在でもこの見方に変化はないが，しかしそのうえで今回は作品に即した分

析を目指している。というのも前論文は作家の意図や悲劇的な死との関連を中

心に考察したものであり，別の視点，たとえば技法や言葉の運用などの面から

も作品を評価する必要があると思うからだ。言わば「政治主義的」解釈だけで

なく「表現」にも着目すべきであり，そのとき，老台の漫才に果たして「笑え

る」のかを考えてみたいのである。

　さらに，老台自身も，漫才は政治報告や論文と違う，漫才には「笑い」が不

可欠であり，そのために漫才独自の技巧を積極的に活用すべきだと主張してい

る。実際かれの作品には，伝統的技法を駆使して「笑い」を追求した痕跡も認

められる。

　それでは，老舎はどういう技法を使って「笑える漫才」を創作しようとした

のか。作家の相声論を整理したうえで，技法的側面から作品を分析する，とい

うのが本論文の主旨である。
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　幼時より熱烈な漫才ファンだった老台は，自ら漫才のr舞台」に立ち，「観

客」たちを大いに沸かせたこともあるそうだ3〕。さらに，抗戦時代には創作に

手を染めるようにもなり，老合作の「抗日相声」は欧小久など有名漫才師によっ

て上演されたという4〕。

　ただ，この頃まではなお「愛好」の域を脱しておらず，漫才との本格的な関

わりが始まるのは，王949年人民共和国建国以後のことであ孔創作について言

えば，老台は，以下の「相声作品目録」5〕に示すように，伝統相声の改編，新

相声の倉1」作など，合言十三十編の作品（B1～B30）を建国後に執筆している。

　　　　　　　　　老合作　椙声作品目録

㈹抗日戦争時代

A－1中秋月餅（録自相声演員欧小久演出本）　（鍾散文主編『中国抗日戦

　争時期大後方文学書係　第9編　通俗文学』重慶出版社　1989年6月）

A－2薦溝橋

A－3台見庄之役

A－4欧戦風雲

A－5桜花会議

（B）人民共和国建国後

B－1菜単子（又名維生素）改編　『光明日報』　　　　　1950年3月22日

B－2綾口令　　　　　　　改編　『光明日報」　　　　　1950年4月5日

B－3文章会（又名偶博士）改編　『光明日報』　　　　　1950年4月19日

B－4鈴錯譜　　　　　　　改編　「光明日報』　　　　　1950年5月7日

B－5両条路線　　　　　改編　『対日相声』三職書店　王950年7月

B－6対対子　　　　　　改編　『新戯劇』創刊号　　　1950年9月20日

B－7家庭余儀（51年初作）　　　『北京文芸」1巻5期　1951年1月
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B－8小相声

B－9掃蕩正気

B－10訪問杜勒斯

B－11試験田

B－12双　反

B－13厚古薄命

B－14説明白話

B－15神仙辞職

B－16士気不振

B－17美英要阿拘

B－18訪問記

B－19杜勒新発高焼

B－20鋼帥報捷

B－2ユ小相声一則

B－22過新年

B－23李承晩濠開了

B－24鴻興飯館紅旗瓢

B－25乱形容

B－26読書

B－27八九十枝花

B－28椅子豊収

B－29新年愉快

B－30作詩（根掘録音整理）

『人民日報』

『北京文芸』

『人民日報』

『曲　　芸』

『曲　　芸』

『人民日報』

『蜜　　蜂』

『北京文芸』

『北京日報』

『中国工人』15期

『人民日報』

『中国青年報』

『中国青年報』

『光明日報』

『曲　　芸』

『人民日報』

『科学大衆』

『羊城晩報』

『曲　　芸』

『人民日報』

『曲　　芸』

『曲　　芸』

r北京文芸』

1957年4月24日

1958年4月号

1958年4月11日

1958年5月号

1958年5月号

1958年5月16日

1958年6月号

1958年7月号

1958年7月26日

1958年8月

1958年9月8日

1958年9月25日

1958年12月22日

1959年7月！5日

1960年1月号

1960年4月29日

1960年7月号

1961年3月18日

1961年2期＝

　　　61年4月

1961年11月2日

1961年6期＝

　　　61年11月

1962年6期＝

　　　62年12月

1963年2月号
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老台が生涯に残した漫才は改編を含めると合計三五編にのぼる目）。箭乙氏が

「オール老合作漫才の夕」が開ける数だと誇示するように7〕，小説家や詩人の

なかで，これほどの数の漫才を残した作家は老台の他にはみあたらな

い。

　とりわけ1950年に六編，52年から56年までの空白期を経て，1958年の大躍進

期に十六編など，建国後に発表された漫才は三十編の多きを数える。老台の漫

才の大部分が建国後に書かれたのであり，漫才は，人民共和国下の創作活動の

重要な柱であった。

　では漫才の創作にこれほど力を尽くしたのはなぜか。それは，老台の相声観，

相声認識と深く関わっており，この点について次章で検討していきたい。

　人民共和国建国直後の1949年12月，アメリカから帰国した老台は，北京飯店

の一室に居を定めた。翌50年1月21日，その老台を訪ねて，侯宝林など8人の

漫才師が北京飯店にやってくる目〕。二日前に成立したばかりの「北京相声改進

小組」9〕への協力を依頼するためであ孔

　建国後の漫才界最大の課題は，新しい社会にふさわしい作品をどのように創

作・上演していくか，ということだった。この事業を推進するために設立され

たのが「北京相声改進小組」（以下，相声小組と略称）であり，その最初の試

みとして行われたのが，伝統相声（建国前に創作された「1日作漫才」）の改作

であった。しかし，どのような作品を残し，それに如何なる改良を加えるかに

っいては確たる展望があったわけではない。そこで，相声小組のメンバーは，

大衆芸能のよき理解者であり，漫才創作の経験も有する老台の力を借りょうと

考えたのである川。

　この会談の後，老台は，相声小組のために伝統相声の改編に着手する。同時

にそれは漫才との緊密な関係の始まりを意味しており，ユ950年3月段階ですで

に，三篇の漫才作品と一篇の評論とを書き終えていた’1）。

　漫才にかける老台の熱意は並々ならぬものであったのだが，しかしそのため
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に批判を浴びせられたともいう。「老台という，外国にも作品が翻訳され，地

位もあるこの人が，帰国後は講談や漫才ばかりをどうして書くのか。惜しいこ

とだ！」1室〕。

　さらに，老台には漫才創作が「難事業」だ，という認識もあった。「民間の

演芸のなかで，創作や改編が最も難しいのは漫才である」川，「私の経験から

すると，漫才を書くのは本当に難しい」’え〕と言い，さらに漫才作品「八九十

枝花」（B－27）でも「漫才は演じるのも書くのも難しいんです」と嘆いてみせ

ているからだ。

　このように，熱意に水を住すような批判に加え，創作は難しいという認識さ

え持ちながら，老台は漫才との関わりを絶たなかった。むしろ，積極的に関わっ

ていくのであり，当然そこには明確な意図，狙いがあったと思われる。

　ひとつには幼少時からの愛好，あるいは相声小組の依頼といったことも原因

するが，実は次のような相声観こそが創作の最大の理由だった。つまり，漫才

は民衆を教育する「道具」，革命の成果を賛美し，敵を攻撃する「武器」とな

る，という捉え方である。

　「漫才は民衆に愛されている。（略）もしこれを上手く利用すれば，非常に

良い宣伝の道具となろう」15〕，「正に宣伝のための鋭い武器である」川，「宣伝

の道具であり…一・・宣伝，教育の責任を果たした」川，「これらの新作は，笑

わせるだけでなく，新しい内容，教育的意義もある」1日），「民衆に対する思想

教育の役割を果たした」1日〕等々，老台は，「道具」「武器」といった言葉を用

いながら，教育・宣伝における漫才の効用を訴え乱r民衆に愛されている」

漫才を，宣伝の「武器」，一民衆を教育する「道具」として活用しよう，という

のが，創作の動機だったのである。

　かくして漫才は「最大の歌徳派」川の重要な創作の場になるが，しかし同

時に作家は，漫才と「政治報告」とは違う，政治報告にはない「漫才らしさ」

を失ってはならない，とも主張する。

　そしてその「漫才らしさ」，相声を相声たらしめるものが「笑い」だという

のだ。「漫才は滑稽，笑いを主とす孔（略）漫才は笑わせなげればならな
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い」川。この認識にたって見たとき，老台には同時代の漫才が「おもしろくな

い」と映り，その原因は「笑い」を欠いているからだと思えた。「みなさんが

書いた大量の作品のなかで，残すべきものはあまり多くありません。“最近の

漫才には笑えない”という人がいますが，実は，漫才創作の難しさもこの点に

あります。笑わせること，しかも，十分や十五分」という短い時間のなかで何度

も笑わせるのは，ほんとうに難しいことです！しかし，漫才の特徴は常に笑

わせることにあります。」川

　もちろん笑いだけを追求するのはよくないが，笑いを無視して宣伝だけを追

求する作品を漫才とは呼べない。「古い作品のなかには，笑いだけを追い求め

て，他のことは考慮しないものがあり，これは当然よくない。その一方で，新

作のなかには，宣伝だけを追い求めて笑いを忘れているものがあり，これもよ

くない。」川

　同じ主張は漫才「小相声一則」（B－21）にもみられる。「政治性の強い作品で

も，漫才の形式に則って創作すべきですよ。笑わせることを忘れてはいけませ

ん。漫才の手法によって教育すべきなので冗漫才と政治報告とは違うのです

からね。」

　では，笑わせるために必要な漫才の手法とは何か。実は残念ながらこの点に

ついて老台は断片的にしか述べていない。確かにかれは伝統的技法を継承し，

新作の創作にも活用せよと繰り返し主張している。たとえば，ある講話のなか

でも以下のようにいう。「伝統相声のなかにはいくっかの技巧もみられる。（略）

このような作品に学ぶことは，多くの技巧を学ぶことでもある。（略）これら

の技巧は，やはり継承して，新しい作品のなかでも用いなければならない。私

自身についていえば，漫才を書きあげるのは早い。しかしながら，いつも失敗

してばかりで，その原因は“技巧”を欠くことにある。（略）みなさんが過去

に書いた作品のなかには，往々にして思想的内容だけに気を配り，技巧を無視

しているものがある。（略）古い漫才を技巧上のお手本にし，新作の創作に役

立てるのは，非常に有意義なことなのである。」川

　このように老台は漫才創作における「技巧」の重要性，その面での伝統継承

一！80一



老台の相声

の必要性を強調する。しかし，技法の具体的な内容については詳しい論述がみ

られず，例として挙げるのは，上掲の講話中にある「綾口令（早口言葉）」，

「貫口（地名や料理の名前などの羅列をまじえた長科白を一気呵成に言う技法）」，

「学（ものまね，声帯模写，形態模写）」星5）の三つにすぎない川。伝統の継承

を主張しながらも，技法の中身に関して老台は能弁ではないのだ。

　しかしながら，かれが技法について豊富な知識をもっていたこともまた間違

いのない事実である。というのも，老台の漫才には数多くの技法が使われてお

り，そこに，作家の求めた技法の具体的運用例も見て取れるからである。そこ

で次に，作品のなかにみられる「笑いの技法」を探っていく。

①「貫口」

　「貫口」とは，地名や料理名などをまじえた長い科白を一気呵成に言うもの

で，伝統相声のなかで當用されてきた技法である。前述のように継承すべき技

法として老台もこれを挙げており，自身も愛用したものだ。

　たとえば「偶博士（にせ博士）」（B－3）。伝統相声「文章会」を改編したもの

で，蒋介石政権の腐敗への調剤をまじえながら，新中国の素晴らしさを讃美し

た作品である。以下がその一部で，「貫口」の手法により文芸作品を列挙し，

新中国の成果が高らかに宣伝される。

甲：自従北京解放，窮人翻身，我快感之余，努力学習，不単研究政治経済，也博読

　　文学作品；小説，話劇，電影劇本，新曲芸，都手不釈巻，念得飛燕。不信，イボ聴

　　這套：《季国端》帯頓着《王秀驚》，《劉胡蘭》，《白毛女》，唱者《紅旗

　　歌》，《在英雄的十月》，《通上梁山》，《要報窮人辰》，《血涙仇》。路過

　　《赤葉河》・看見《兄弟開荒》。　《過関》・到《桑乾河上》・真早《八千里

　　路雲如月》，《一江春水向東流》。忽然，《暴風騒雨》，《大雷雨》，《三勇

　　士推船渡江》，《風雨過去》，《晴天》，《日出》，磁見了《老超下郷》，《王

　　貴与李香香》，《喜相逢》，《大家喜歓》。衆人夫到《英雄溝》，抜《李有
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　　才板話》。他説的是《蝦球伝》，《呂梁英雄伝》，《新女児英雄伝》，《地

　　覆天翻記》，《一個女人翻身的故事》，眼《洋鉄桶的故事》。説完，又討

　　論了《俄羅斯問題》，《莫斯科性格》，決定《団結成功》，先夫《三打祝

　　家床》。這時節，《万家灯火》，去抜《夜店》；没有吃的，先夫《打黄

　　狼》。第二天，《鶏鳴皐看天》，過《野猪林》，遇見《林沖夜奔》，一同

　　擬下《地雷陳》，《紅灯記》住，傍掛《双紅旗》。這本一声《口内城》，《無

　　敬三勇士》，檎住穿《九件衣》的《紅娘子》，外骨叫《九尾狐》。大家説，

　　《把眼光政遠点》，《不要殺他》，教化《改変旧作風》，《大転変》，別再

　　作《人尽可夫》的《美人魚》。《没有弦的炸弾》，教《半永貴掛彩》，大

　　家給他擦去《襖柚上的血》。他是《鋼鉄戦士》，《保衛和平》，帯着傷再

　　芸当《青年近衛軍》。這才《東方紅》，《百為朝風》，《気豊山河》，《永

　　慶昇平》。我報告完，台下掌声如雷，送給我紅鍛子錦旗一面，上繍四個人

　　字。

乙：梛四個大字？

甲：胡説八道。

通常の「貫口」は単に作品や料理の名前など，固有名詞を列挙しただけのも

のが多いが，ここでは，作品名に意味をもたせて，ひとっながりの文にしてい

る。ちなみに最初の部分を訳せばこんな具合である。「北京が解放されて，貧

しい人々も大いに変わりました。僕はホッとしたとともに，学習に努力してま

す。政治経済の研究だけでなく，文芸作品も広く読んでまず鳥小説，新劇，

映画の脚本，演芸の台本などなど，片時も手から放さずに読んで，スラスラ言

えるようになりました。信じられないならば，聞いててください。『李国瑞』

が，『劉胡鷲』と『白毛女』を連れて，『赤旗の歌』を歌いながら，『英雄の十

月』に，『迫られて梁山に登り』，r貧乏人の恨み」を晴らし，『血涙をしぼらせ

た仇』を打たんとするのです。」

　以下も同じ調子で延々と「貫口」が続いていく。これには伝統相声「戯迷

（芝居狂）」の影響を指摘できる27〕が，非常に長文，長い段落を創作している
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ところに作家の工夫がみられる。その他，「維生素」（B－1）でも貫口を多用

し2目〕，節約の励行と栄養の補給を訴えていく。原作は山海の珍味を羅列した

だけのものだが，野菜料理の名前を列挙しながら，野菜がいかに安くて栄養に

富んでいるかを訴えている点に新味がみられる。

②「誤全曲解」

　r貫口」と並んで老台の愛用したのが「誤全曲解」で，こじつけ，ねじ曲げ

た解釈を聞かせて笑いを誘う，という技法川である。

　たとえば，相声目録B－27「八九十枝花（八輪，九輪，十輪の花）」では，「一

夫二三里，煙村四五家，亭台六七座，八九十枝花」という順口溜（民間で流行っ

ている話し言葉による韻文の一種。文句の長さは一様ではないが，非常に語呂

がいいのが特徴）に対する曲解を笑いのネタにしたものである。

　中国漫才には喜劇のようにストーリーのある作品が多い。この作品もそうで，

甲は漫才師，乙は観客の一人という役どころが与えられており，甲の演じた漫

才の内容が気に食わないと，乙があれこれ非難する，という話である。

乙　昨天祢又説什塵来着？（きのうはまた，何と言いました？）

甲　不記得！（覚えてません）

乙　我記得！昨天祐一上場就説：一夫二三里，煙村四五家，亭台六七座，八九

　　十枝花。対不対？（私は覚えてます。出てくるなり，こう言ったんですよ。ひ

　　とたび行けば二三里，煙たなびく村には四五軒の家，東屋には六席，七席，その

　　周りに咲くは八輪，九輪，十輪の花。こうでしょう？）

甲　対！．開場随便念幾何，没有則的意思1（確かに。でも思いつくままに朗唱

　　しただけで，意味はありませんよ）

乙　那才怪！　我早就料到：前夫祢攻撃我舅舅，昨天祢必定攻撃我！（それ

　　は怪しい！とっくに分かっているんだから。おとついは叔父さんを攻撃し，きの

　　うは私を攻撃したんでしょうが！）

甲　一夫二三里当初刷上学的小接写的紅模子，我小時候速写過嘱（r一芸二三
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　里」というのは，入学したての子どもが習字の時間に書く文句で，私も小さいと

　　きに習ったことがありますよ）

乙　是嚇！　祢従六七歳的時候就開始攻撃我！（そうか！　あんたは六，七歳

　　のときから私を攻撃してたんだ！）

甲　我六七歳的時候還不認識イボ帽！　小核剛練手，所以紅模子上把一二三四

　　五六七八九十収進去，筆画簡単，好写好記！（その頃はあなたのことなんか

　　知りません。字を習い始めたばかりですから，一二三四五六七八九十というのが

　　入ってるんですよ。これだと画数も少なく，書きやすいでしょうが！）

乙　不必綾育子解釈，反正低是攻撃我嘱！　①祢知道我的車破，走不遠就放炮，

　　所以祢説一芸二三里！祢呪我，出不去三里，准曲事故！（廻りくどい言い

　　方はやめなさいよ。私を攻撃しているんですから！　あんたは知ってるでしょう。

　　私の自転車が，すぐパンクすること包だから，「一芸二三里」と言ったんで九

　　三里も行かないうちに，必ず「事故る」と，呪ったんだ。）

甲　那歴煙村四五家呪？（それでは，r煙村四五家」は？）

乙②祢知道我的紙灯籠着了，直雪煙，四五家子一斉賊，着了！着了！　祢恨開

　　心地説煙村四五家！（提灯に火を点すや，煙が出て，近くの四五軒の家から，

　　火事だ，火事だと，叫び声が上がったのを，知ってるんでしょ㌔本当に愉快そ

　　うに言ってましたから）

甲　亭台六七厘嘱？　他眼祢有関係？（r亭台六七座」はどうです。これも関係

　　あるんですか？）

乙　当然有！　③祢知道我限大十車賓胞，大革把我撞下来！（ありますとも。

　　大きなトラックと競争したとき，トラックがぶっかってきたのを知ってるでしょ

　　うが！）

甲　是祢撞子大車！（あなたがトラックにぶっかったんでしょう！）

乙　是不足？　祢都知道嚇！　我一唆暖大車就園下来這占一“匿ヨ”字。

　　司机同志下了司机固，這占一“固”字。車上還有E函，

　　所以祢説亭台六七厘ヨ！

（そうですか？　よく知ってるじゃないですか！　私が怒鳴ると，トラックが止
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　　まりました，ここに「亭」の字があります札運転手が運転席から下りてきまし

　　た，「台」の字もありますね。車には　なお六七人がまだ「座」ったままでした。

　　つまり「亭」「台」「六七座」で，あんたの言った通りでしょうが。）

甲　曜！真金湊和！那塵，八九十校花陀？（言いがかりの天才ですね！　それ

　　では最後の文句は？）

乙　那，祢更狼毒了！　④這不世言風刺我騎車，還挑携是非，叫我椚夫婦不和！

　　（それこそ残酷の極みで九自転車に乗る私を嘲るだけで．なくて，私たち夫婦の

　　不和をそそのかそうというのですから！）

甲　我的罪過大下去嚇！（私は大罪人になった）

乙　在戯詞里，常管小姑娘叫什歴？（芝居の科白では，女の子をなんと言います

　　か？）

甲　叫什塵？　（どう言います？）

乙　（唱）家住在太原，参参孫朋安，生下我一枝花，名叫孫玉蓮。　（家は太原に

　　ありて，父孫朋安が一人娘，その名ぞ玉連）

甲　二人台的名劇《走西口》。（r二人台」の名作r走西口」の一節だ）

乙　小姑娘叫傲一枝花。　（ここで娘を一輪の花と呼んでますね）

甲　有化一説。（そうとも言えます）

乙　有化一説？イ胴長就狽夜這見！　そうとも言えます！？あんたはなんて残忍

　　な人だ！）

甲我？　（私が？）

乙　祢知道……（知ってるんでしょう）

甲　我什塵也不知道！（なにも知りませんよ）

乙　我椚結婚後，我愛人一連生子七個姉娘。（結婚してからこのかた，妻は娘ば

　　かりを7人も産み続けてきたんですよ）

甲　男女都一様！男的下高，女的也不似！（男も女も同じです。いいも悪いもな

　　いでしょう）

乙　男是男，女是女，不一様！我椚夫婦昼夜目分望，下一次生個大頭児子。　（男

　　は男，女は女で，違います。私たち夫婦はずうっと願ってきたんです。次の子は
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　　立派な男の子でありますように、と）

甲　重男軽女，老脳筋！（男尊女卑で，頭が古い！）

乙　現在，我的愛人文有了喜，大伏見都説這回准是男的。只有林，不世説下一

　　胎，連下辺三個都是女的，八九十校花嚇！（妻がまた妊娠しました。まわり

　　の人はみんな，今度こそ男に違いないと言ってくれます。ところがあんただげが，

　　次の子はもちろん，その次も，更にその次も，三人全部が女だと言ったのですよ。

　　8番目，9番目，10番目が女だとね！）

甲　那我要説十二金銀嘱？（それでは，もし十二本の金の警（カンザシ）と言った

　　なら？）

乙　祢遠目分望我椚生一打姉娘嚇？昨天，我聴完相声，同家一学，招待我愛人突

　　丁半夜1七個姉娘半夜里開個緊急余儀1　要最有価好ダ，我眼祢没完1

　　（娘が一ダース生まれるのを期待するんですか1きのう，あなたの漫才を聞いた

　　あと，家に帰って，あなたの話をなぞってみました。それを聞いて妻はずっと泣

　　き通しでしたよ。7人の娘達も緊急会議を開きました。もし妻の身に何かあった

　　ら，あんた，ただじゃ済ませませんよ！）

甲　道都是聯見的事既！（私の漫才とは何の関係もないでしょう！）

乙　暇1我越想傷心1攻撃我舅舅，書風刺我，否定五行，還挑携是非，批評我的

　　愛人！我，我這一肚子委屈，上梛見説去冴！我！我……（突）。

　　（考えれば考えるほど悔しくなりま九叔父を攻撃し，私を嘲り，五行を否定

　　しただけでは飽きたらず，妻まで批判しようとするなんて！　私は，この恨みを

　　どこで晴らしたらいいのか！私は，私は……（泣く））

　引用が長くなったが，この部分が作品最大の見せ場になっており，そのため

に複数の技法が使用されている。

　まずは前述した「誤全曲解」。人口に膳灸している□順口溜」，さらには有名

な芝居の科白が，笑いのネタにされてい私もちろん乙の非難はすべて言いが

かりであり，しかも呆れるばかりにしっこい。しかし，それなりに道理もあり，

屍理屈にも筋が通っている。
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　次に「諸音」。語呂合わせであり，これも老台の愛用した方法だ。引用中で

は囲み文字の箇所がそうで，①「停下来」の「停ting」と「亭台」の「亭tin

g」，②「司机台」の「台tai」と「亭台」の「台tai」，③「六七個人投下来」

つまり「坐ZuO」と「六七座」の「座ZuO」の三カ所に使われている。

　さらに「三翻四科」。類似の形式，内容をもったギャグを三回繰り返した後，

4回目ではひねりを加えて，意外感による笑いを誘うもので，漫才では最も有

名，常用の方法である。資料中の下線部①②③④がそうだ。①～③は，すべて

甲の自転車に関することである。①甲の自転車はすぐパンクする→②ライト代

わりの提灯が煙を出す→③トラックとの事故の話と続いてきて，④では突然，

妻や子供の話へと飛躍する。この飛躍によって意外感をもたせ，観客を笑わせ

よう，と狙ったのである。

　よくできた「曲解」は，しつこさ，意表をついた飛躍，それなりに筋の通っ

た道理が不可欠だが，上掲場面はこれに譜音・三翻四科が融合されており，老

台漫才全体を見回しても一二を争う出来だ（そのために引用部分全体に日本語

訳を付した）。

　このほか，B－30「作詩」では，文学作品に対する曲解を多用す孔曲解のな

かでも特に「歪講歪唱」と呼ばれるもので，古典の詩や文の一部を使って，そ

れへの曲解，独特の解釈を披露して笑いを引き起こす，というものであ乱同

作品では，宋の洪遭『容齋随筆」中の「得意失意詩」川を取り上げて，他人

の作った詩の添削を生業とする「詩医」なる人物を登場させ，かれによる「診

断」「治療」の部分を笑いどころにしている。

③「蟄話（マクラ）」

　ひとつの漫才を成功させるためには，できるだけ早く観客の心を掴まなけれ

ばならない。笑いを取ったり，どういう話がこれから始まるんだろう，という

ような期待感を喚起し，客の関心や好奇心を引きつけることが必要だ。蟄話の

創作が重要視されるのはそのためであるが，老台もこの「蟄話」の創作に腐心

し，この部分だけの作品も残している。当然，そこでは多用な技法も使用され

一187一



弓　　削　　俊　　洋

るが，たとえば，B－14「説明白話」では，「先褒後睡」がみられる（下線部）。

先に誉め称えておいて後で睡める，この落差で観客を笑わせようξいう手法で

ある。

甲：祈念過我的詩了没有？

乙：念過不．

甲＝悠慶様？　選好嘱？

乙1阿…根好！根好！【とってもいい，とってもいい】

甲：好在梛里？

乙：好在…不人憧　　　【ほとんど分からないところがいい】

甲：不人憧？

乙＝阿！我椚一家老少全念過不，全不憧，可也全説詩恨好1

甲＝那為什慶帽？

乙＝説不慣，伯挨漢口阿！

　このほか，「掃蕩正気」（B－9）では，「三翻四科」に「違反常規」を取り入れ

る。ある男の家を舞台にして，面会するのにさえ煩わしい「登記」や「批准」

が必要な家庭の「非常識さ」を描こうというものだ。

④その他の技法（「機知巧弁」「陰錯陽差」「強調奪理」「自相矛盾」）

　「機知巧弁」とは，甲乙が互いに智恵を振り絞って，丁丁発止の論争を繰り

広げるもので，「厚古薄命」（B－13），「椅子豊収」（B－28）などの作品に用いら

れている。

　「陰錯陽差」とは，ある事象に対する二人の認識が食い違い，かみ合わない

会話を長いあいだ続けるもので，「鴻興飯館紅旗頴」（B－24）に使用。

　「強記奪理」とは，自分の非を認めず，正しいと主張したり，他人に非を転

嫁するもので，「鴻興飯館紅旗瓢」（B－24）に使用。

　「自相矛盾」とは，前後矛盾する発言をして，自分の主張を展開するもので，
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「作詩」（B－30）に使用。

　それぞれに具体的な例を挙げないと分かりづらいと思うのだが，紙幅の関係

上割愛せざるを得ない。

　以上のように，老台の漫才には数多くの伝統的技法が確認できる。「貫口」

「誤全曲解」「三翻四科」「先褒後見乏」など，多種多用な技法を運用して老台は，

「漫才らしい雰囲気」を醸し出そうとしているのだ。

　しかし，そのような努力が成功につながったかと言えば，必ずしもそうでは

ない。引用や紹介をしてみたいと思う漫才は少ないし，さらに引用紹介したも

のでさえ，「笑い」の効果を上げているとは限らないからだ。たとえば，「作詞」

とr八九十枝花」は，老台の漫才としては珍しく宣伝臭の薄い作品であり，む

しろ文学作品の一部や流行語への「改作」をネタにして，「言葉遊びの面白さ」

を楽しめる漫才に仕上がっている。しかしこれらの作品でも，思わず吹き出し

てしまう，そんな可笑しさに満ちているとは言い難い。

　1950年代の作品に，「買猴見」川というまことに賑やかな漫才があ私生き

たサル五十匹をあるデパートが買い付けることになり，テンヤワンヤの大騒動

を繰り広げる，という話だ。騒動の原因は文書係「馬大姶」が，デートの時間

に遅れまいと焦って，「サル印の石鹸五十箱」と書くべき書類に，「サル五十匹」

と記したことにあった。その結果，書類を受け取った仕入係はサルを捕獲すべ

く全国を駆け回ることになり，地方の商業局の幹部，サルの生息地の村長や村

民達を巻き込んだ大騒動にまで発展する。作品は，このような破天荒な話のな

かに，「三翻四科」などの技法を駆使して，爆笑の渦を巻き起こしていく。賑

やかな「笑い」に満ちている作品で，老台の作品には見られないインパクトが

ある。

　もちろん漫才の成功を支えるのは賑やかさだけではない。老台も着目した作

品で，侯宝林の「破除迷信」という作品がある。その一部を引用してみよう。
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甲：おばあちゃん，あんた，どこで，この恵比寿さんの絵，買うたんかい

　　な？（老太太，恋梛里買的這張財神爺像嚇？）

乙：買うた？　来てもろたんやないか！　これは神さんの絵やで，買うた

　　なんて言えるかいな一（買的ワ　詩的一　這是神像，不能説買1）

甲：ほな，おばあちゃん，この恵比寿さんにはなんぼで来てもろたんかい

　　な？（老太太，恋多少銭請的這張神像印可？）

乙＝そんなん開かんといてえな。そやけど，ほんま，あほらしいわ。こん

　　な紙切れ一枚で，二千元も取りよったんやで！（別提了，這塵張紙，也

　　要地娚的二千塊！）

　この部分を評して老台は，「観衆はこれを聞いてみな大笑いしていた。ここ

には受け狙いの荒唐無稽さも，説教もないが，効果のほどは上々だ」と営め

る32〕。確かに，わずか四行の台詞のなかに，老婆の人問性が見事に描写され

ている。「買」と「請」という二字の対比が，信心よりも金を惜しむ気持ちを

表現しており，笑いを誘う。このように，日常生活の些細な一騎の描写，自然

な感情の表出にもまた笑いは潜んでい乱これこそが漫才の笑いであり，何が

「受ける」かを知り抜いた漫才師・候宝林の手腕がここにある。本来宅舎もこ

うした描写に長じている作家のはずなのだが，漫才のなかでその技量が発揮さ

れているようには思えない。

　このように，多くの技法を用いながらも，老台の漫才が印象的な笑いを欠く

のは何故か。一つにはやはり，漫才を政治の道具とすることに執着し，実は

「笑い」も，それを実現するひとつの「手段」に過ぎなかった，ということが

原因している。「漫才が人民大衆に好まれるのは，それが謳刺性と笑いとを兼

ね備えているからだ。もしこれを上手く利用するならば，非常に優れた宣伝の

道具となる」畠3）という言い回しには，笑いもまたよりよき「宣伝の道具」を

つくるための手段，という考えが提示されている。老台にあっては，何よりも

優先されるのは政治的メッセージであり，「笑い」は副次的な要素にすぎなかっ

たとも言える。その結果，人民共和国への奉仕を生真面目に追求すればするほ
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ど，老台の漫才は「笑い」からますます遠ざかってしまったのである。

　これは，かれの生きた時代の制約，あるいはまた「最大の歌徳派」としての

生きざまからくる問題といえる。しかし，もうひとつ，漫才作家としての「力

量」も関係している。老台は漫才の創作が「難事業」だというが，それに関連

して，漫才創作に対しては自分が素人だ，とも強調しているのだ。「漫才に関

して私は素人です。民間演芸のなかでは，漫才が創作，改編ともに最も難しい。

（略）私も漫才に挑戦したことがあります。さんざん苦労したんですが，一篇

しか書けず，しかも見事な失敗作でした。そのため以後はこの分野から撤退し

たのです。今回，みなさんと合作するに当たっては，お互いに教えあわねぱな

りません。（略）笑い，包柑の仕込み方については，みなさんの作品を手本に

しなければなりません。」34〕

　1950年，侯宝林が老台から聞いた言葉であ一る。漫才創作に本格的に着手する

前の告白でもあるし，謙遜も含まれているだろう。しかし，これは，漫才創作

の難しさ，ひいては漫才としての老台の作品の質を物語っているようにも思え

るのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　註

1）相声は，一人で演じる単口相声（日本の漫談，落語），二人の対日相声（漫才），三

人以上の群口相声（トリオ漫才など）があるが，作品数の多さ，人気の高さの点で対

日相声が他を圧倒する。それゆえ相声と言えば対日相声を指すのが一般的であり，日

本語訳も「漫才」「中国漫才」とする。

2）拙稿「建国後の老台と相声一笑えない漫才」（中国文芸研究会『野草」第60号19

97年8月）。

3）野乙著／林芳訳『文豪老台の生涯』（中央公論社　中公新書ユ2251995年1月25日

p144～147）によれば，抗日戦争時代に梁実秋と二人で漫才を演じ，「抗日文協」のメ

　シバーを大いに沸かせたそうだ。

4）王法／江長寿／藤田香著『中国相声史』　（北京燕山出版社　1995年6月）第3編第

　1章「1949年到1956年」第2節「老台与相声」p233。
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5）既済整理「老台曲芸作品目録」（『老台曲芸文選」中国曲芸出版社　1982年），「老台

著訳年表」（『老台研究資料」北京十月文芸出版社　1985年7月）などの資料によ乱

6）抗日期の作晶中台本が残っているのは一篇のみで，他は篇名だけが判明している。

『中国相声史」（註4）に，抗日時代の作品として「中秋月餅」「薦溝橋」「台見正之役」

　「欧戦風雲」「桜花会議」の五篇の名前が挙げられてい乱このうち「中秋月餅」は，

　漫才師欧小久の口述記録台本が現存し（作品目録A一ユ），さらに「薦溝橋」の一部も同

　書に引用されている。

7）『文豪老台の生涯」（註3）p97．

8）「相声芸人訪老台，討論改編旧相声」（『新民報』1950年1月23日）。

9）ユ950年1月19日，侯宝林ら有名漫才師ユ！人をメンバーにして結成され，文盲の漫才

　師に対する識字教育の実施，和声大会開催や作品集発行による収入増の実現など，相

　声関係者の生活と地位の向上のために多くの功績を残した（註4『中国相声史』p221

　～229「相声改進小組」）。

ユ0）侯宝林著「緬懐曲芸界的良師益友老台先生」（『曲芸」1984年5月号）。

11）胡黎青（老台夫人）著「老台与曲芸」（r曲芸」1979年2期）。

12）老台著「大衆文芸悠様写？」（『大衆文芸通信』2期　1950年4月）。

ユ3）老台著「談相声的改造」（『新建設」2巻1期　1950年2月26日）。

14）老台著「談《陰陽五行》」（『文芸報」ユ961年6期）。

15）老台著「相声改進了」（『新民報』1950年6月12日）。

16）老台著「介紹北京相声改進小組」（『人民日報』1951年！月21日）。

17）老台著「談相声的改造」（注13参照）。

18）老台著「相声改進了」（註15参照）。

19）老台著「同相声小組道喜」（『新民報」ユ951年1月19日）。

20）目金著「我愛我的祖国，可是誰愛我嘱？一一億老合同志」（『文臣」増刊　！980年王

　月号）。

21）老台著「談相声的改造」（註13参照）。

22）老台著「談《陰陽五行》」（註14参照）。

23）同上。
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24）老台著「多編好相声一往相声座談会上的講話」（『曲芸』1963年1期）

25）「ものまね」の場合の読みは「xiao」である。

26）老台著「多編好相声一往相声座談会上的講話」（『曲芸」　1963年1期）。

　「綾口令，貫口話，一口気説多少出戯，成者是学学歌唱，学学賞声，或学学方言，這些郡是

　懸技巧的。（略）我椚在解放後，有新編的綾口令，新編的雑学歌唱，一口気説多少電影片

　名等等，這是我椚利用不老技巧」。

27）伝統相声「戯迷（芝居狂）」中の「貫口」も，芝居の題名を入れながら一つの意味の

　ある文を作る。しかし，各センテンスは短く，科白全体の量も少ない。

28）江長寿教授も，老台相声の技巧的特徴として「貫口」の多用という点をあげ，その

　例として「維生素」をあげている。（江長寿・藤田香著『相声芸術論」第！2章「相声

　作家」p216北京大学出版社　1992年8月）

29）馬季著『相声芸術漫談」　（広東人民出版社　1980年1ユ月），千万海・王法著『笑談

　相声』（宝文堂書店　1987年7月）等では，「誤全曲解」など，相声における笑いの技

　法を「包紙」と呼ぶ。有名な相声用語であるが，用法は必ずしも統一されていない。

　笑いのネタ，笑わせどころ，笑いの方法などの意味として使われる。その種類・内容

　についても諸説あり，定説はない。そのため，本文中ではこの語を用いず，単に技法，

　手法などとしれなお，現在までのところ，老台によるこの用語の使用は一回だけし

　か確認できていない。（註13「談相声的改造」で使用）

30）「得意失意詩」の原文は，「久早逢甘雨，他郷遇故知，洞房花畑夜，金榜題名時」。

　（久阜甘雨に違う，他郷故知に伺う，洞房花畑の夜，金榜に名を題するの時）」。

　老台の漫才では，「詩医」の手によって，「十年入早逢甘雨，万里他郷遇故知，和尚洞

　房花畑夜，監生金榜題名時」と「七言詩」に改編される。

31）何遍作「買猴見」の台本は『劇本』（1955年3月号）他に収録。作品の詳細にっい

　ては拙稿「相声の＜戦闘的伝統＞」（平成7年度文部省科学研究費補助金研究成果報

　告書『現代中国における＜諏刺芸術＞の研究」1996年3月），同「相声『買猴別の

　世界」（『暇唖」21・22合併号　1985年12月）を参照されたい。

32）老台著「関子相声写作」（『長江日報』1951年3月25日）。

33）老台著「相声改進了」（註15参照）。
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34）侯宝林著「緬懐曲芸界的良師益友老台先生」（註10参照）。

附記　本稿は，山陽放送学術文化財団第35回学術研究助成（平成10年度）に基づく研究

　　成果の一部である。
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